
Ⓒ 2025 （株）アレフ、無断転載禁止

食品廃棄物等の発生抑制に向けた取組の情報連絡会（第４回）

事例： （株）アレフ （ハンバーグレストラン「びっくりドンキー」 運営本部）
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日時： ２０２５年３月１８日（火）

株式会社 アレフ

ＳＤＧｓ推進部 部長
高田 あかね
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■会社概要

事 業：

ハンバーグレストラン「びっくりドンキー」

全国 ８か所に食品加工工場

農業・環境・文化をテーマとした観光施設 「えこりん村」

地ビール「小樽ビール」の製造、販売
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創 業：１９６８年 盛岡市内「ハンバーガーとサラダの店 べる」

本 社：北海道札幌市白石区菊水

店舗数： ３58店舗 びっくりドンキー ３４５店舗

（直営１４5店、フランチャイズ２13店 ※２０２5年２月２８日 時点）

正社員 約 7１２人、 パート 約 3２４７人

年 商： 4８９億円 （２０２４年３月期）



主に工場・店舗など各事業所で 使用するもの・排出するもの

１．事業活動による影響や依存を把握（イメージ）
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４７ トン （２．５％）
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つ く る 責 任
つ か う 責 任

アレフの事業活動において発生する廃棄物のうち最も多いのは食品廃棄物

２０２３年度 食品廃棄物 発生量

１，９１４ トン

１１８０ トン （６１．６％）

６８７ トン （３５．９％）

２．（株）アレフの 食品廃棄物とは？

食品廃棄物お店や工場 （ 事 業系 ） とおうち （ 家 庭 系 ） が約半分ずつ

１ ，５２５万トン （食品ロス２３６万トン 内外食産業６０万トン）R 4 （ ２ ０ ２ ２ ） 年 度



３ -（１） ．食品ロスをへらす ：ライス
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その中で店舗で最も発生する食品ロス →ライスをターゲット

少量炊飯器の導入

キッチンでの廃棄を減らす

小盛メニュー 50円（税抜）引

食べ残しの廃棄を減らす

一度に炊くお米をへらす

食べきれる量を選べる

①精米後のライスの保管方法による賞味期限の見直し
②炊飯後のライスを廃棄しないようにする炊飯量の調整

こうした食品廃棄物のうち、約７割が食品ロスにあたると推測

■ 適量準備の工夫 ■ 食べきれる量のオーダー



３ - （２） ．食品ロスをへらす ：もぐチャレ ! !
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３ -（３） ．食品ロスをへらす： 工場

① ソ フ ト ク リ ー ム ミ ッ ク ス の 使 用 期 限 見 直 し で

２ 日 間 延 長

② イ チ ゴ ミ ル ク ベ ー ス の ロ ス 発 生 時 期 は

満 喫 セ ッ ト 販 促 時 期 と 荒 天 影 響 時 と 特 定

① ２ ０ ２ １ 年 度 ７ 種 類 ２ ２ ト ン 、

２ ０ ２ ２ 年 度 １ 種 類 １ ． ７ ト ン 、

２ ０ ２ ３ 年 度 ゼ ロ

２ ０ １ ９ 年 度 か ら フ ー ド バ ン ク 運 営 団 体 と の
連 携 を ス タ ー ト
北 海 道 、 東 北 、 神 奈 川 、 関 西 の １ ７ 団 体 へ
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３ -（４） ．食品ロスをへらす： 食べ残しの持ち帰り
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・ ご 希 望 の お 客 様 に 「持ち帰りルール 」 を ご 案 内

・ お 約 束 、 自 己 責 任 に 同 意 頂 い た 上 で

・ 指 定 容 器 （テイクアウト、宅配と同じ） を 有 料 （40円）で 提 供

・ お 客 様 ご 自 身 で 詰 め て お 持 ち 帰 り い た だ く

■ 2 0 2 1 年 4 月 ～ び っ く り ド ン キ ー 全 店 で 開 始

※  ポ ケ ッ ト キ ッ チ ン を 除 く

■ mottECO普及コンソーシアムへの参画と協働

↓mottECO FESTA2024



テイクアウト容器プラ

約８２．６トン（２０２１年度）

→ コロナ禍でピークに

→ FSC®ミックスを使用

→ フタ・身一体型

原料の使用量を低減

→ 石油由来プラスチックの

使用量 93%削減

（切替後 約４０トン／年 減）

持ち帰り・テイクアウト一部併用
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４．持ち帰り容器



５ -（１） ．「食品廃棄物」のリサイクル：肥料化
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食品ロスを含む「食品廃棄物」全体では、肥料化が最も多く約５０％

・生ごみ処理機を可能な店舗に設置

・約２か月に１度、「生ごみ資材」が
協力農場に運ばれて堆肥にリサイクル

・一部、堆肥が大根やお米作りに活用され、
食材として店に戻る
リサイクルループが形成



５ -（２） ．「食品廃棄物」のリサイクル ：エネルギー利用
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→ 再生可能エネルギー由来電力に
することにも貢献

運営施設えこりん村では
廃食用油を
ヒーターの燃料に利用→

エネルギー使用量の７５％以上をしめる「電力」



６．食品循環資源の再生利用等実施率
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つ く る 責 任
つか う責任

食品循環資源の再生利用等実施率

２０２３年度 ９５.０ ％

※ 目標 ９５％を達成

SDGsレポートには、資材の取り組みなども掲載しています
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安全・安心な

食 材

食材の生産現場

農 業

農業や人を取り囲む

環 境

複
合
的
に
解
決

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を くする

外食企業
洋食のハンバーグを親しみやすく、
気取らず、ごはんと一緒に

くわしくは

ＳＤＧｓレポート （株）アレフ

７．コンセプト なぜ、持続可能性を目指すのか



いろいろな課題がありますが、

社会に欠かせない企業になることを目指していきます。

この一皿に、

たいせつなこと、

ひとつずつ。

ご静聴ありがとうございました
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